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年
に
一
度
、
一
般
参
拝
者
の
渡
島
が

許
さ
れ
る
沖
津
宮
現
地
大
祭
が
、
五
月

二
十
七
日
沖
ノ
島
で
斎
行
さ
れ
た
。

a
 

一
厳
正
な
抽
選
の
結
果
選
ば
れ
た
約
二

ー
五
0
名
の
参
加
者
は
、
前
日
の
二
十
六

一
日
に
筑
前
大
島
に
渡
島
、
同
島
鎮
座
の ｛

中
津
宮
に
参
集
し
午
後
六
時
か
ら
の
沖
i

ー
ノ
島
渡
島
安
全
祈
願
祭
に
参
列
、
翌
日
ー

一
の
無
事
渡
島
を
祈
念
し
た
。

ー
引
き
続
き
境
内
で
説
明
会
が
行
わ
れ
、
一

—
＋
班
に
分
か
れ
た
参
加
者
は
各
班
こ
と
~

こ
に
担
当
神
職
の
諸
注
意
に
耳
を
傾
け
、
~

；
そ
の
夜
は
各
自
大
島
の
民
宿
に
宿
泊
参
~

]
籠
し
た
。

~
翌
朝
、
朝
焼
け
の
中
、
先
ず
第
七
管
ー

二
区
海
上
保
安
本
部
巡
視
船
『
げ
ん
う
ん
』
~

ー
が
出
港
し
た
。
過
去
何
度
か
波
の
高
さ
~

ー
に
よ
り
途
中
で
引
き
返
し
、
渡
島
が
中
~

：
止
に
な
っ
た
こ
と
も
あ
る
が
、
今
回
は
一

＿
な
ざ詞

叫
で
す
ぐ
に
出
港
許
可
が
出
さ
れ
、
午
｛

~
前
七
時
渡
海
船
『
し
お
か
ぜ
』
を
は
じ
め
~

~
全
船
出
港
。

~
大
島
に
残
る
方
々
が
手
を
振
る
中
、
一

ー
参
拝
者
を
乗
せ
た
船
団
は
沖
ノ
島
を
目
i

』
指
し
た
。
朝
凪
で
鏡
の
よ
う
な
海
上
を
~

一
進
む
こ
と
約
一
時
間
半
、
目
前
に
沖
ノ
一

ー
島
が
現
れ
た
。

大
一
到
着
し
た
参
拝
者
か
ら
順
次
、
一
糸
~

祭
一

地
―現
一
ま
と
わ
ぬ
姿
に
な
り
海
中
で
の
瞑
を
行
~

の
―訳

·
い
心
身
を
清
め
、
原
生
林
の
生
い
茂
る
一

津
―

”
』
一
沖
~
参
道
を
沖
津
宮
本
殿
へ
と
上
っ
た
。
~

島ノ沖

午
前
十
時
に
現
地
大
祭
を
斎
行
。
御

神
前
に
は
全
国
各
地
の
参
拝
者
か
ら
の

御
神
酒
·
奉
献
品
が
お
供
え
さ
れ
、
神

島
宮
司
が
国
家
・
皇
室
の
安
泰
、
国
民

の
幸
福
、
そ
し
て
日
本
海
々
戦
で
国
の

た
め
に
命
を
か
け
て
戦
っ
た
日
露
両
国

の
兵
士
の
慰
霊
・
世
界
平
和
を
祈
る
祝

詞
を
奏
上
。
次
々
に
各
代
表
者
が
玉
串

を
捧
げ
て
、
敬
虔
な
祈
り
の
中
祭
典
は

滞
り
な
く
終
了
し
た
。

そ
の
後
、
波
止
場
で
沖
・
中
両
宮
奉

貿
会
、
翼
賀
会
、
沖
ノ
島
仲
間
の
皆
様

に
よ
り
調
理
さ
れ
た
刺
身
、
煮
魚
、
そ

沖
津
宮
現
地
大
祭

＼
約
＿
一
五0
人
が
渡
島
参
拝S

宗

7月祭事暦

つきなみ

〇毎月 1 • 15日月次祭
午前10時

高宮祭
第二宮・第三宮祭
,; 1 ぎ 1 ，しぎ

宗像言蒐国神社
月命日祭(|日）
巡拝 (I 5 日）

午前11 時～
裕社祭
浦安舞奉奏(I 日）
豊栄舞奉奏（ 15 日）

023日午前9時
中津宮七夕揮逢会
於＝筑前大島中津宮

031 日
午後5時
夏越の大祓神事
於＝神門前
引き心ぎ 夏越祭
於＝本殿

或
る
神
職
の
方
が
瑯
を
患
わ
れ
、
そ
の

体
験
を
繍
め
た
闘
病
記
『
が
ん
に
挑
む
』
を

読
ん
だ
。
決
し
て
諦
め
る
事
無
く
病
と
正

面
か
ら
向
き
合
い
、
多
く
の
療
法
を
試
み
、

家
族
も
支
え
と
な
る
姿
の
描
写
に
共
感
す

る
所
が
多
か
っ
た
。

そ
の
中
で
は
最
新
の
医
療
技
術
「
免
疫

細
胞
療
法
」
に
つ
い
て
詳
し
く
紹
介
さ
れ

て
い
る
。
自
分
の
細
胞
を
一
度
取
り
出
し
、

癌
に
耐
え
得
る
様
に
免
疫
性
を
高
め
体
に

返
し
病
を
克
服
さ
せ
る
と
い
う
。

本
の
中
で
は
西
洋
医
学
と
は
「
剛
」
、
そ
れ

に
対
し
束
洋
医
学
は
「
柔
」
の
姿
勢
で
治
療
す

る
と
書
か
れ
て
い
る
。
抗
瑯
剤
は
良
性
細

胞
も
壊
し
放
射
線
治
療
も
体
に
悪
影
響
を

与
え
、
ま
さ
に
「
剛
」
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し

束
洋
の
発
想
で
瑯
と
付
き
合
い
自
然
治
癒

を
目
指
す
こ
の
療
法
は
、
柔
軟
性
に
富
み

画
期
的
で
あ
る
。
発
展
途
上
の
技
術
と
さ

れ
る
が
患
者
の
立
場
に
す
れ
ば
、
閻
の
中

で
の
―
つ
の
光
明
と
し
て
期
待
も
大
き
い
。

実
は
筆
者
も
母
が
瑯
を
患
い
大
手
術
を

し
た
経
験
が
あ
る
。
著
者
の
方
同
様
、
幸

い
手
遅
れ
と
な
ら
ず
、
今
も
母
の
明
る
い

顔
を
見
て
幸
せ
を
実
感
す
る
が
、
手
術
の

際
に
は
ぴ
ど
く
動
揺
も
し
、
改
め
て
命
の

尊
さ
を
考
え
直
す
良
い
機
会
と
な
っ
た
。

郷
は
今
も
、
重
病
で
あ
る
。
す
ぐ
に
は

無
理
で
も
、
諦
め
ず
病
と
付
き
合
う
気
持

ち
が
大
切
で
あ
る
。
東
西
の
叡
智
を
結
集

す
れ
ば
、
克
服
も
近
づ
く
で
あ
ろ
う
。

(
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s
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の
煮
汁
で
食
べ
る
ソ
ー
メ
ン
に
一
同
舌
鼓
を
一

打
ち
な
が
ら
、
和
や
か
な
一
時
を
過
こ
し
た
。
｛

正
午
、
参
加
者
は
各
船
に
乗
り
込
み
沖
一

ノ
島
を
一
周
、
神
秘
的
な
景
観
を
拝
し
な
一

が
ら
帰
路
に
つ
い
た
。
一

一
方
、
沖
ノ
島
に
渡
島
出
来
な
い
女
性
・
子
供
一

の
参
拝
者
は
、
大
島
の
沖
津
宮
遥
拝
所
で
の
祭
一

典
に
参
列
し
、
遥
か
沖
ノ
島
に
祈
り
を
捧
げ
た
。
一

午
後
二
時
、
全
船
大
島
港
入
港
、
一
人
一

の
病
気
・
ケ
ガ
人
も
な
く
本
年
の
沖
津
宮
現
一

地
大
祭
は
終
了
し
た
。
―

尚
、
報
道
関
係
は
朝
日
西
日
本
新
聞
、
—

フ
ジ
テ
レ
ビ
系
の
テ
レ
ビ
西
日
本
放
送
が
一

取
材
を
行
い
、
夕
方
の
ニ
ュ
ー
ス
、
夕
刊
、
一

翌
日
の
朝
刊
で
大
祭
の
様
子
が
伝
え
ら
れ
た
。
一

来
年
は
い
よ
い
よ
日
本
海
々
戦
か
ら
一
ー

0
0
年
目
の
沖
津
宮
現
地
大
祭
と
な
り
、

申
込
み
者
、
取
材
関
係
等
例
年
以
上
と
予

想
さ
れ
て
い
る
。
神
社
側
も
出
来
る
だ
け

多
く
の
参
拝
希
望
者
を
受
け
入
れ
、
来
年

の
沖
津
宮
現
地
大
祭
を
意
義
深
い
も
の
と

す
べ
く
、
準
備
を
進
め
て
い
る
。

大島出港時の朝焼け

宗
像
市
神
湊
の
沖
合
い
約
六
十
キ
ロ
、
玄
界
灘
の
ほ
ぽ
中
央
に
位
←
に
鎮
座
し
て
い
る
。

置
す
る
、
東
西
約
ー
キ
ロ
、
南
北
約
0
•
五
キ
ロ
、
周
囲
約
四
キ
ロ
―
昭
和
二
十
九
年
か
ら
、
三
次
に
亘
る
古
代
祭
祀
遺
跡
の
発
掘
調
査

の
島
で
、
古
代
よ
り
大
陸
と
の
交
渉
、
国
防
の
最
前
線
。
ー
が
行
わ
れ
、
四
世
紀
後
半

S

十
世
紀
初
頭
ま
で
大
和
政
権
に
よ
る
国

た
こ
り
ひ
め
の
か
み

宗
像
三
女
神
の
う
ち
「
田
心
姫
神
」
を
主
祭
神
と
し
て
奉
斎
す
る
、
·
家
祭
祀
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
判
明
。
遺
跡
（
二
十
三
ヶ
所
）
か
ら

お
さ
つ
み
や

当
大
社
沖
津
宮
が
鎮
座
し
、
島
全
体
が
宗
像
大
社
の
境
内
地
で
あ
は
十
二
万
点
に
の
ぽ
る
銅
鏡
、
勾
玉
、
金
・
金
銅
製
品
、
土
器
な
ど

へ
つ
み
や

る
。
住
人
は
な
く
、
辺
津
宮
（
九
州
本
土
）
か
ら
神
職
が
十
日
交
代
で

9

が
出
土
し
、
こ
れ
ら
は
全
て
国
宝
ま
た
は
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ

常
駐
勤
務
し
て
い
る
。
島
内
は
、
七
二
科
一
八

0
種
に
及
ぷ
常
緑
闊
｛
て
い
る
。
ち
な
み
に
現
在
で
も
よ
く
使
わ
れ
る
『
海
の
正
倉
院
』
と
い

葉
樹
、
亜
熱
帯
植
物
の
原
生
林
に
覆
わ
れ
て
お
り
、
大
正
十
五
年
う
沖
ノ
島
を
指
す
尊
称
は
、
こ
の
当
時
の
毎
日
新
聞
紙
上
で
報
道
さ

「
沖
ノ
島
原
始
林
」
の
名
称
で
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。
昭
れ
た
こ
と
に
よ
る
。

和
四
十
六
年
に
は
島
全
体
が
、
辺
津
宮
・
中
津
宮
境
内
と
共
に
国
の
ー
ま
た
、
明
治
三
十
八
年
五
月
二
十
七
日
同
島
北
西
の
方
角
で
、
我

史
跡
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。
が
国
連
合
艦
隊
と
ロ
シ
ア
の
バ
ル
チ
ッ
ク
艦
隊
が
激
突
。
当
大
社
で

島
の
最
高
峰
は
海
抜
二
四
三
・
一
メ
ー
ト
ル
の
ニ
ノ
岳
」
で
、
こ
ー
は
こ
の
海
戦
を
卜
し
て
、
毎
年
こ
の
日
に
「
沖
津
宮
現
地
大
祭
」
を
斎

い
わ
さ
か

の
山
の
中
腹
に
人
の
五
倍
は
あ
ろ
う
か
と
い
う
巨
石
群
（
磐
境
）
が
点
行
し
、
一
般
の
渡
島
が
許
さ
れ
る
唯
一
の
日
と
な
っ
て
い
る
。

在
し
、
沖
津
宮
御
社
殿
は
こ
の
巨
石
と
巨
石
の
間
に
挟
ま
れ
る
よ
う

―｀と一沖ノ島へ出港する男達を見送る女性達
--------------------------------------------------------------------------------------------------- ------------------------------------------------------

今
か
ら
一0
0
年
前
の
明
治
三
十
八
(
-
九

0
五
）
年
、
五
月
二
十
七

s

八
日
に
、
沖
ノ

島
の
北
西
の
方
角
で
行
わ
れ
た
日
露
戦
争
最
大
の
海
戦
。

こ
の
戦
争
で
敗
戦
を
重
ね
た
ロ
シ
ア
は
、
明
治
三
十
七
年
＋
月
当
時
世
界
最
強
と
い

わ
れ
た
ロ
ジ
ェ
ス
ト
ウ
ェ
ン
ス
キ
ー
中
将
を
司
令
長
官
と
す
る
「
第
二
太
平
洋
艦
隊
」
（
バ

ル
チ
ッ
ク
艦
隊
と
は
日
本
側
が
つ
け
た
通
称
）
を
編
成
し
、
バ
ル
ト
海
の
リ
バ
ウ
港
か

ら
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ッ
ク
港
に
向
け
て
出
発
さ
せ
、
戦
況
回
復
を
企
て
た
。

東
郷
平
八
郎
司
令
長
官
率
い
る
日
本
連
合
艦
隊
は
、
バ
ル
チ
ッ
ク
艦
隊
が
ウ
ラ
ジ
オ

ス
ト
ッ
ク
港
に
達
す
る
前
に
全
滅
さ
せ
る
た
め
、
連
日
作
戦
会
議
と
猛
烈
な
訓
練
が
行

わ
れ
、
翌
年
明
治
三
十
八
年
一
月
二
十
一
日
鎮
海
湾
の
前
線
基
地
（
現

1
1韓
国
）
へ
の
集

結
が
発
令
さ
れ
た
。

そ
し
て
五
月
二
十
七
日
未
明
、
西
対
馬
海
峡
で
哨
戒
中
の
『
信
濃
丸
J
か
ら
「
敵
艦
見

ゅ
」
と
の
報
告
を
受
け
、
午
前
九
時
四

0
分
連
合
艦
隊
は
「
天
気
晴
朗
な
れ
ど
も
波
高
し
」

の
第
一
報
を
大
本
営
に
打
電
し
、
鎮
海
湾
か
ら
出
撃
し
た
。

沖
ノ
島
近
海
で
敵
艦
を
認
め
た
東
郷
長
官
は
、
「
皇
国
の
興
廃
此
の
一
戦
に
在
り
、
各

沖ノ島到着後、海中で楔をする参拝者
------------------------------------------------------------------------------

楔後、沖津宮への参道を登る参拝者
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な年漁に荒を 差がをの
り団業満波キこ主同サ鐘今
開な観喫にャの催まブ崎年
催と光し揉ツ催でつ会漁も
し郷産てまチし開り場港六
＾土業もれフは催実にを月

尋魯詞g石『涵嘉関与 1 ] 
です事うつズ門t5 雙筑ン＋
翡るさとたに苓 云前会四
目有れ‘魚玄篠 荼玄場両
と志て地を界 長海 日
ながる元一灘腐 II 魚神‘
る中方の般とと 高ま湊宗
。心‘漁のそ魚 崎つ漁像
と青師方の心 弘り港市

一神名は誓合笈苓：靡菜塁鐘
メインイベント「魚のつかみどり大会」 湊なり さ互 1 み ‘園 l は崎

将］輩温籍墨愈忍、し念、胃房忍よ竺警息 息、；了、〖悶苫素：迄皐
あり場者賑港‘‘程ともどさ渡Jレは 夢もゃ乍胃碕癸そ忽ぱ

；五 9 ：心］ ］〗皇占息図〗： ］嘗 累孟：畠［闘房 V 畠魯
こ 0 、表芝がイ共つ時瓦乍嬰鷺ク、在 魯合、サ累慕怠嬰占嬰嘉
の O o でた近ンに無期っが‘体無勿 追しメみらど‘ン店特
イ 0 0 は。づ会大いとた行小験食論 いよなど行で各スを産
ベ人 0‘ け場変青は゜わアツ四‘ か濡どりわ賑種‘出品
ンの人両 なのな空思 れジア面玄 けれも大れわダ小し販

゜----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

rA ―____1 てのにさ 卜大口つこにて車 の場回ト

の反来れまン社神りと当いは両よと初が
改省場たつ障に湊来を大た駐会うしめ定
碑点い主り送車漁場チ社゜車場でてて着
点をた催閉でを港者ラ駐そではあ開当し
を目だ者幕会岡まはシ車こき漁歪放大て
'直きは後場きで‘な場でな港 し社き
語した‘ヽに貸約鐘どが実いで た大た
‘い来御向切三崎で臨行こあ こ駐こ

そ早と年礼つバキ漁告時委とり と車と
ぃ< ‘ものt~スロ港知駐員が‘ が場も
たもす多挨 にあまし車会問ー 大をあ
。次でく拶 よるでた場は題定 き臨る
ににのに るが約゜に‘視以 な時が
向今皆来 ピ‘六魚な事さ上 要駐‘
け年様社 ス当キまる前れの 因車今

満
喫
＂
品
示
像
の
海
と
魚

第
七
回
筑
前
玄
海
魚
まつ
り
開
催

麿し

·ー·
鐘崎会場全景

附
釘
励
努
力
せ
よ
」
の
『

z

旗
』
を
掲
げ
、
全
軍
の
士
気
を
鼓
舞
し
た
。

や
が
て
敵
艦
隊
と
対
峙
し
距
離
を
詰
め
て
い
く
。
双
方
の
戦
力
は
日
本
が
主
力
艦

（
大
口
径
砲
を
も
つ
戦
艦
）
四
隻
に
対
し
、
ロ
シ
ア
は
新
式
が
七
隻
に
、
旧
式
が
四
隻
と
倍

以
上
の
戦
力
差
が
あ
っ
た
。
•
•
『
_
/
~
f

午
後
二
時
四0
分
、
東
郷
長
官
は
敵
艦
隊
と
の
距
離
を
六
五

0
0
メ
ー
ト
ル
ま
で
近

/ 

づ
け
る
と
い
う
海
戦
史
上
初
め
て
の
敵
前
回
頭
戦
法
（
東
郷
タ
ー
ン
）
と
い
う
画
期
的
な

海
戦
術
で
臨
ん
だ
。
猛
烈
な
訓
練
の
成
果
も
あ
り
、
連
合
艦
隊
か
ら
放
た
れ
る
砲
撃
の

命
中
率
は
高
く
、
敵
艦
隊
は
戦
列
を
乱
し
て
右
往
左
往
し
、
わ
ず
か
三

0
分
で
勝
敗
は

つ
き
、
そ
の
後
は
、
主
力
部
隊
や
補
助
部
隊
が
入
り
乱
れ
て
の
海
戦
が
、
翌
二
十
八
日
ま

で
続
い
た
。

戦
果
を
統
合
す
る
と
、
ロ
シ
ア
主
力
艦
三
八
隻
の
中
、
沈
没
ニ
―
隻
、
降
伏
・
拿
捕

七
隻
、
残
り
三
隻
の
小
艦
艇
が
目
的
の
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ッ
ク
に
到
達
し
た
の
み
で

あ
っ
た
。
日
本
の
損
害
は
わ
ず
か
に
水
雷
艇
三
隻
の
み
で
あ
っ
た
。
現
在
で
も
、
沖

ノ
島
近
海
で
漁
を
す
る
漁
師
の
話
で
は
、
魚
群
探
知
機
に
沈
ん
だ
ロ
シ
ア
船
の
船

影
が
映
る
と
い
う
。

ま
た
こ
の
海
戦
で
は
、
ロ
シ
ア
側
戦
死
者
四
、
五
四
五
名
、
捕
虜
六

‘
1
0六
名
、

日
本
側
の
戦
死
者
一
―
六
名
で
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
、
日
本
海
々
戦
は
世
界
海
戦
史
上
稀
な
る
完
全
勝
利
で
あ
り
、
日
露

戦
争
を
勝
利
に
導
く
上
で
決
定
的
な
役
割
を
果
た
し
た
。

さ
ら
に
有
色
人
種
が
白
人
に
対
し
て
初
め
て
勝
利
し
た
瞬
間
で
あ
り
、
世
界
中

に
驚
愕
の
ニ
ュ
ー
ス
と
し
て
伝
え
ら
れ
、
ア
ジ
ア
・
中
東
諸
国
で
は
歓
喜
の
声
が
湧

き
起
こ
っ
た
が
、
当
時
同
盟
を
結
ん
で
い
た
イ
ギ
リ
ス
で
は
歓
喜
の
声
は
聞
こ
え

な
か
っ
た
。

当
時
、
ロ
シ
ア
の
植
民
地
で
あ
っ
た
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
で
は
、
日
露
戦
争
を
契
機
に

独
立
し
た
た
め
、
東
郷
元
帥
を
称
え
ア
ミ
ラ
ー
リ
社
か
ら
『
東
郷
ビ
ー
ル
』
と
い
う

同
元
帥
の
肖
像
が
描
か
れ
た
ピ
ー
ル
が
現
在
も
販
売
（
今
は
オ
ラ
ン
ダ
で
製
造
販

売
）
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
海
戦
当
日
は
霧
が
立
ち
込
め
視
界
が
悪
か
っ
た
が
、
戦
闘
開
始
時
に
は
突
如

霧
が
晴
れ
視
界
が
開
け
た
と
い
う
、
同
元
帥
は
こ
の
神
恩
に
感
謝
し
、
戦
後
当
大
社
に

同
元
帥
の
指
揮
さ
れ
た
戦
艦
「
三
笠
』
（
現
在
は
横
須
賀
港
に
展
示
）
の
羅
針
盤
と
、
『
神
光

照
海
j
と
い
う
揮
磁
を
奉
納
さ
れ
、
現
在
で
も
当
大
社
神
宝
館
で
収
蔵
展
示
し
て
い
る
。

員
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五
月
二
十
四
日
、
当
大
社
清
明
殿
で
評
議
一

員
並
び
に
総
代
百
余
名
が
出
席
し
、
氏
子
会
一

総
代
総
会
が
開
催
さ
れ
た
。
一

本
殿
で
正
式
参
拝
後
、
先
ず
来
る
七
月
の
一

参
議
院
議
員
選
に
立
候
補
を
予
定
さ
れ
て
い
一

る
、
古
川
忠
氏
の
後
援
会
事
務
所
よ
り
挨
拶
一

が
行
わ
れ
、
参
議
院
選
へ
の
出
馬
表
明
と
後
一

援
依
頼
を
行
わ
れ
た
。
一

総
会
は
安
部
会
長
を
議
長
に
選
出
し
、
議
事
一

の
審
議
に
入
り
、
事
務
局
よ
り
平
成
十
五
年
度
一

氏
子
会
事
業
・
決
算
報
告
並
び
に
、
古
屋
敷
監
一

事
よ
り
決
算
監
査
報
告
が
行
わ
れ
、
全
員
一
致
一

で
承
認
さ
れ
た
。
次
に
平
成
十
六
年
度
事
業
計
一

画
案
・
予
算
案
の
説
明
が
事
務
局
よ
り
行
わ
れ
、
一

こ
ち
ら
も
全
会
一
致
で
承
認
さ
れ
た
。
一

平
成
十
六
年

宗像市 大島村 福間町 津屋崎町

会

長

安部照生

（留任）

副
会
長

岩佐昭正

（留任）

佐藤千里

（留任）

城野寅夫

（新任）

中野政登

（留任）

監

事

屋敷清文村田政夫

（留任） （留任）

大嶋和敏

（新任）

芹野義信

（新任）

第
一
回
氏
子
会
総
代
総
会
開
催

ま
た
、
今
年
は
規
約
に
よ
り
役
員
改
選
の

年
に
あ
た
り
、
三
役
改
選
の
件
に
つ
い
て
協

議
が
行
わ
れ
、
評
議
員
会
（
三
月
十
七
日
）
で
議

決
さ
れ
た
会
長
・
副
会
長
・
監
事
の
留
任
・
新
任
・

退
任
と
報
告
し
、
本
議
会
に
て
全
会
一
致
の

も
と
承
認
さ
れ
新
役
員
の
就
任
が
決
定
し
た
。

（
別
表
の
通
り
）

次
に
、
氏
子
会
費
取
り
纏
め
依
頼
の
件
、

六
月
の
氏
子
会
研
修
旅
行
参
加
申
し
込
み
の

件
等
事
務
局
よ
り
説
明
を
行
い
、
各
総
代
へ

協
力
を
お
願
い
し
た
。

以
上
、
議
事
は
す
べ
て
可
決
承
認
さ
れ
、

氏
子
会
総
会
は
無
事
終
了
し
た
。

―
い
う
、
我
が
国
の
半
日
分
（

O
・
五
日
）
の
原
油

ー
消
賀
量
を
一
回
の
往
復
で
輸
送
す
る
。

一
禎
荷
港
は
中
東
地
域
で
、
祝
賀
会
終
了
後

ー
の
午
後
二
時
四0
分
同
船
は
呉
港
を
出
港
。

事
奉
安
し
た
。
ー
ラ
ス
タ
マ
ラ
（
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
）
に
向
け
て
処

翌
日
の
鎮
座
奉
祝
祭
に
は
出
ー
女
航
海
の
途
に
つ
い
た
。
乗
組
員
は
日
本
人

光
興
廂
（
株
）
代
表
取
締
役
社
長
一
六
名
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
二
十
一
名
の
混
乗
船

天
坊
昭
彦
氏
、
出
光
タ
ン
カ
ー
ー
で
、
約
三
十
九
日
間
か
け
て
日
本
と
往
復
す

（
株
）
社
長
米
村
頼
之
氏
、
日
章
一
る
。
帰
国
後
は
山
口
県
の
徳
山
製
油
所
、
北

丸
船
長
神
保
和
雄
氏
外
乗
組
員
・
ー
海
道
の
室
蘭
製
油
所
で
各
々
原
油
を
降
ろ
す
。

関
係
者
が
参
列
し
、
航
海
の
安
ー
タ
ン
カ
ー
の
寿
命
は
凡
そ
二
十
S

二
十
五

全
を
祈
念
し
た
。
続
い
て
左
右
一
年
の
よ
う
で
あ
る
が
、
我
が
国
の
エ
ネ
ル
ギ

の
ブ
リ
ッ
ジ
で
清
祓
の
神
事
を
一
ー
を
支
え
る
タ
ン
カ
ー
と
し
て
、
今
後
の
活

行
い
、
祭
典
は
滞
り
な
く
終
了
一
躍
が
大
い
に
期
待
さ
れ
て
い
る
。

し
た
。
そ
の
後
、
会
場
を
祝
賀
一
宗
像
大
神
の
御
加
護
の
下
、
日
章
丸
の
航

会
々
場
に
移
し
て
の
パ
ー
テ
ィ
一
海
安
全
、
出
光
タ
ン
カ
ー
（
株
）
並
び
に
出
光

ー
が
行
わ
れ
、
一
同
で
日
章
丸
一
興
産
（
株
）
の
今
後
益
々
の
弥
栄
を
心
よ
り
御

の
船
出
を
祝
っ
た
。
一
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

日
本
船
額
の
出
光
丸
・
玄
海
丸
・
一

i
 

切
附
a
M
"涵
屈
Mi
"
松
寿
丸
・
沖
ノ
嶋
丸
（
他
に
も
パ
ー

I
H
I

マ
リ
ン
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
（
広
島
県
一
ナ
マ
船
籍
の
ア
ポ
ロ
大
島
、
ア
ポ
ロ
赤
間
な
一

呉
市
）
で
建
造
中
だ
っ
た
出
光
タ
ン
カ
ー
（
株
）
｛
ど
が
あ
る
）
に
続
く
、
長
い
歴
史
を
有
す
る
一

定
期
用
船
の
最
新
鋭
原
油
運
搬
船
『
日
章
丸
』
—
こ
の
日
章
丸
は
初
代
か
ら
数
え
第
五
世
。
省
ー

が
竣
工
し
、
去
る
五
月
二
十
五
日
午
後
三
時
ー
エ
ネ
ル
ギ
ー
化
の
為
に
一
軸
に
二
重
の
反
転
一

よ
り
、
同
船
操
舵
室
の
神
殿
へ
宋
像
大
神
の
一
プ
ロ
ペ
ラ
を
一
括
装
着
し
、
従
来
に
比
べ
約
ー

御
分
霊
を
奉
斎
す
る
鎮
座
祭
、
翌
一
十
六
日
ー
一
四
％
の
省
燃
賀
を
計
る
な
ど
国
内
で
も
数
一

午
前
十
時
よ
り
鎮
座
奉
祝
祭
が
各
々
斎
行
さ
―
少
な
い
最
新
鋭
機
器
を
搭
載
し
て
い
る
。
一

れ
た
。
ー
全
長
は
東
京
タ
ワ
ー
と
同
じ
三
三
三
メ
ー
―

祭
典
は
高
向
権
宮
司
以
下
神
職
一
名
が
出
｛
ト
ル
、
幅
六

0
メ
ー
ト
ル
、
船
上
で
野
球
が
一

向
奉
仕
し
、
鎮
座
祭
で
は
当
大
社
よ
り
奉
遷
―
出
来
る
程
広
い
。
約
二

0
七
、
0
0
0
バ
レ
ー

し
た
御
分
霊
を
、
同
船
操
舵
室
の
神
殿
へ
無
ー
ル
（
約
三
三

0
、

0
0
0
キ
ロ
リ
ッ
ト
ル
）
と
一

: 9員 99

.... 

.. 

.. 

¥
 

. 

出
光
タ
ン
カ
ー
（
株
）
第
五
世
『
日
章
九
』

宗
像
大
神
鎮
座
祭
斎
行
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神
宝
館
を
拝
観

学芸員の説明に聞き入る赤崎九州市長会々長（鹿児島市長）

一
正
倉
院
と
古
代
エ
ジ
プ
ト
の
神
殿

S
」
と

一
迎
し
た
講
派
を
行
っ
た
。

ー
ニ
十
一
日
は
、
午
前
九
時
『
行
政
視
察
』

' 

ー
の
一
環
と
し
て
当
大
社
に
参
拝
。
高
向

を
拝
観
し
た
。
一
権
宮
司
以
下
神
職
の
案
内
で
境
内
を
廻

十
九
日
午
後
、
一
っ
た
後
、
昨
日
の
吉
村
先
生
の
講
演
に

九
州
・
沖
縄
各
地
一
登
場
し
た
『
沖
ノ
島
』
で
出
土
し
た
、
十
二

の
九
十
市
よ
り
市
一
万
点
に
の
ぼ
る
国
宝
・
頂
要
文
化
財
を
収

長
・
夫
人
随
行
者
一
蔵
す
る
神
宝
館
を
拝
観
し
、
九
州
中
の

一
行
約
三0
0
名
―
市
長
ら
は
、
賀
量
と
も
に
優
れ
た
御
神

が
、
会
議
・
宿
泊
ー
宝
に
見
入
っ
て
い
た
。

場
で
あ
る
宗
像
市
一
そ
の
後
一
行
は
、
ト
ヨ
タ
自
動
車
九

の
玄
海
ロ
イ
ヤ
ル
ー
州
（
鞍
手
郡
宮
田
町
）
を
視
察
し
、
グ
ロ
ー

ホ
テ
ル
に
到
着
し
、
一
バ
ル
ア
リ
ー
ナ
（
宗
像
市
吉
留
）
で
昼
食
を

理
事
会
を
行
っ
た
。
一
と
り
散
会
し
た
。
次
回
は
十
月
に
大
分

翌
二
十
日
の
総
―
県
別
府
市
で
の
開
催
予
定
と
な
っ
て
い
る
。

会
で
は
、
一
段
と
一

-., 
.

t

 

厳
し
さ
を
増
し
て
一

い
る
自
治
体
財
政
[
訃

胃
汀
」
鳳

□
i
i
i
:
 

韮
を
採
択
し
、
新
会
一
，

御
長
に
は
伊
藤
一
長
―
―

五
月
十
九S
二
十
一
日
九
州
・
沖
縄
の
●
長
崎
市
長
が
選
任
さ
れ
た
（
任
期
は
二
年
）
。
一

九
十
八
市
長
で
つ
く
る
九
州
市
長
会
（
会
一
午
後
か
ら
は
、
総
務
省
の
担
当
者
が
一

長
1
1
赤
崎
義
則
鹿
児
島
市
長
）
は
、
第
九
一
三
位
一
体
改
革
に
つ
い
て
説
明
。
続
い
一

十
四
回
市
長
会
を
宗
像
市
で
開
催
し
、
一
て
早
稲
田
大
学
教
授
の
吉
村
作
治
先
生
一

最
終
日
に
当
大
社
へ
参
拝
し
、
神
宝
館
ー
に
よ
る
「
歴
史
遺
産
で
町
お
こ
し
ー
海
の
一

九
州
市
長
会
来
社

て
っ
か
し
ん
ぽ
う
こ
う
た
い

今
回
こ
紹
介
す
る
撤
下
神
宝
は
、
泉
大
一

じ
ん
ぐ
う
べ
つ
ぐ
う
い
ざ
わ
の
み
や

神
宮
別
宮
伊
雑
宮
に
奉
納
さ
れ
て
い
た
御
一

鉾
で
あ
る
。

鉾
は
、
実
戦
に
使
用
す
る
武
器
と
し
て
一

は
最
古
の
も
の
の
―
つ
で
あ
り
、
後
に
楯
一

と
併
せ
て
儀
礼
用
に
用
い
ら
れ
、
即
位
の
一

礼
、
大
嘗
祭
な
ど
の
朝
儀
に
は
欠
く
こ
と
一

の
出
来
な
い
威
儀
具
に
な
っ
た
。
朝
儀
の
一

際
、
大
極
殿
の
庭
上
に
立
て
ら
れ
る
諸
種
一

の
幡
の
う
ち
、
四
神
の
幡
の
頂
部
に
は
鉾
一

が
あ
り
、
そ
れ
ら
は
議
場
に
い
か
め
し
く
一

飾
ら
れ
て
い
た
。

御
鉾
を
は
じ
め
と
す
る
神
宝
の
武
器
・
武
一

具
類
も
同
じ
く
威
儀
具
で
あ
る
。
遷
御
の
儀
一

の
際
、
新
調
し
た
武
器
な
ど
を
奉
持
し
た
神
一

職
ら
が
御
神
体
を
中
心
に
列
を
な
し
新
宮
に
一

参
入
し
て
ゆ
く
様
は
誠
に
荘
厳
で
あ
る
。
一

一
、
御
鉾
一
竿
附
比
礼
一

泉
大
神
宮
別
宮
伊
雑
宮
御
料
一

つ
か

こ
の
鉾
は
鉾
身
と
柄
、
比
礼
か
ら
な
る
。
一

が
っ
さ
ん

鉾
身
は
奥
州
月
山
鍛
冶
の
末
裔
と
伝
え
ら
一

れ
る
名
エ
月
山
貞
勝
の
手
に
よ
る
も
の
で
、
一

も
く
め
＿

刃
長
三0
・
三c
m
、
鍛
え
は
板
目
に
杢
目
一

に
え
す
ぐ
は

ま
じ
り
で
刃
文
は
細
か
い
沸
出
来
の
直
刃

を
焼
い
て
い
る
。
元
々
身
の
総
体
に
は
金

漆
が
か
か
っ
て
い
た
が
、
錆
が
目
立
つ
よ

う
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
現
在
は
研
磨
を
施

し
た
状
態
に
あ
る
。
金
漆
に
つ
い
て
は
『
延

こ
し
あ
ぷ
ら

喜
式
』
に
「
金
漆
を
塗
れ
」
と
定
め
て
あ
り
、

錆
止
め
の
効
果
を
意
味
す
る
。
そ
の
成
分

え
の
ゆ

は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
梨
地
漆
を
荏
油

で
薄
め
た
程
度
の
も
の
で
あ
ろ
う
と
い
わ

あ
ら
ま
つ
り
の
み
や

れ
る
。
尚
、
臭
大
神
宮
別
宮
荒
祭
宮
に
奉

献
さ
れ
る
も
の
の
み
鉤
が
造
り
出
さ
れ
た

二
叉
鉾
と
な
っ
て
い
る
。

柄
は
長
さ
二
六
九
・
七c
m
で
、
黒
漆
塗

り
に
唐
花
の
銀
平
文
が
施
さ
れ
、
鯛
は
な

く
、
頂
に
あ
る
金
銅
製
の
球
状
金
具
に
よ

っ
て
鉾
身
を
受
け
て
お
り
、
そ
の
下
端
に

は
石
突
を
は
め
て
い
る
。
柄
に
は
裾
が
三

叉
形
に
な
っ
た
緋
唐
綾
袷
仕
立
て
の
比
礼

(
1
1
薄
く
長
細
い
布
吊
）
が
垂
れ
て
い
る
。
こ

の
比
礼
と
は
「
び
ら
め
く
」
の
意
味
で
、
裾

を
三
叉
形
に
し
て
い
る
の
は
風
に
靡
く
形

象
化
と
み
ら
れ
る
。
比
礼
の
中
央
両
面
に

と
も
え

は
銀
銅
の
鞘
絵
(
1
1
巴
）
が
張
ら
れ
神
器
に
ふ

さ
わ
し
い
威
厳
を
放
出
し
て
い
る
。

＿
竿
附
比
礼
皇
大
神
[
昂
型
呂
伊
雑
宮
御
料

大
社
の
御
神
宝1
2

＼
昭
和
の
御
造
営
④
＼



第521 号 （第三種郵便物許可） 宗 MUNAKATA 像 平成16年7月 1 日木曜日 6
 

「
津
屋
崎
町
は
い
い
こ
と
を
し
た
で
す
な
~

あ
」
と
見
学
者
の
中
か
ら
聞
か
れ
た
。
一

さ
て
津
屋
崎
小
学
校
内
に
あ
る
迫
跡
の
正
一

式
の
名
称
は
、
在
自
西
ノ
後
迪
跡
と
い
う
。
一

追
跡
は
玄
界
灘
か
ら
約
八0
0
m
入
っ
i

た
海
抜
約
―
―-mの
低
地
に
あ
る
。
小
学
校
一

と
西
側
の
田
圃
と
の
間
に
段
差
が
あ
り
、
~

遺
跡
は
海
岸
線
に
接
す
る
か
、
近
い
位
置
一

に
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
i

唐
坊
地
の
名
が
残
り
、
調
査
で
多
量
の
一

貿
易
陶
磁
器
が
出
土
し
、
磁
器
片
の
な
か
一

に
網
の
文
字
を
墨
書
し
た
も
の
が
あ
っ
た
。
一

綱
と
は
宋
の
貿
易
商
人
の
網
首
と
関
連
が
~

考
え
ら
れ
る
。
こ
こ
が
日
宋
貿
易
と
の
関
~

田
一

通
一

祐
一

元
一

(

-

銭
一

宗
一

下
―
右
一

簡
一

木
[

と
一

器
一

磁
一

書
―

墨
｛

（続）

公
＃

へ
｀
·
ー
、

ヽ

こ
迪
じ
た
摂
関
家
の
関
与
を
想
定
し
て
い
る
」
（
中

：
世
土
器
研
究
会
編
）
と
い
う
特
殊
な
土
器
も

：
出
土
し
た
。
報
告
書
に
は
金
玉
満
堂
の
銘

；
を
刻
印
し
た
龍
泉
窯
系
青
磁
も
出
て
い
る
。

わ
り
の
地
で
一
溝
は
十
条
検
出
さ
れ
て
い
る
が
、
溝
の

あ
る
こ
と
が
：
中
に
四

O
O
c
m
、
深
さ
七
O
c
m
と
大
き
な

塑
っ
て
匁
。
ー
も
の
が
あ
り
、
溝
か
ら
青
磁
類
の
器
種
が

平
成
一
三
年

1
1

｛
豊
富
で
し
か
も
完
形
、
も
し
く
は
そ
れ
に

に
南
校
舎
の
建
て
替
え
が
検
討
さ
れ
、
平
｛
近
い
磁
器
が
出
土
し
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、

成
一
四
年
か
ら
調
査
が
は
じ
ま
っ
た
。
井
｛
近
く
に
建
物
が
あ
る
可
能
性
が
あ
る
。
調

戸
・
溝
・
土
城
が
検
出
さ
れ
た
。
貿
易
陶
磁
｛
査
で
は
建
物
の
迫
構
は
見
つ
か
っ
て
い
な

器
も
多
量
に
出
土
し
た
。
一
い
。
井
戸
に
は
三
埜
‘
―
つ
の
井
戸
に
は

中
世
の
唐
坊
、
す
な
わ
ち
中
国
人
の
居
｛
完
形
の
土
師
器
の
坪
や
皿
が
ま
と
ま
っ
て

住
地
で
あ
る
こ
と
は
問
違
い
な
く
、
責
重
｛
出
土
し
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
井
戸
を
埋

な
迫
跡
と
い
う
認
識
が
町
内
外
か
ら
も
高
｛
め
る
時
の
宗
教
的
儀
式
を
し
た
こ
と
が
想

ま
り
、
町
は
一
五
年
に
町
指
定
史
跡
に
し
一
定
さ
れ
る
。

た
。
補
足
調
査
を
行
い
、
迫
跡
が
小
学
校
｛
木
簡
が
二
点
、
一
点
は
銭
の
付
け
札
で
、

校
舎
に
あ
る
た
め
、
そ
っ
く
り
迫
構
を
検
｛
表
に
銭
の
数
屈
を
、
裏
に
そ
の
使
用
記
録

討
さ
れ
、
決
定
を
見
た
の
で
あ
る
。
校
舎
｛
が
記
さ
れ
て
い
る
。

建
設
と
と
も
に
整
備
が
す
す
め
ら
れ
、
今
｛
も
う
一
点
は
文
書
木
筒
で
、
縦
二
七
五

年
四
月
に
開
館
と
な
っ
た
。

~
m
m
、
横
五
二
m
m
、
厚
さ
四

r
n
m

、
下
部
は
欠

二
次
で
約
七
二
0
2
m、三
次
で
約
六
〇
｛
損
。
表
に
は
「
口
き
の
か
た
ロ
ロ
ロ
ロ
／
口

2
 

o
m
の
調
査
が
行
わ
れ
、
溝
状
迫
構
一
〇
~
か
り
つ
く
り
口

□
□
口
／
さ
の
ロ
ロ
ロ
＜

条
、
土
城
三
基
井
戸
三
基
ピ
ッ
ト
（
小
｛
き
ほ

□
口
」
、
裏
に
は
「
こ
の
く
き
の
か
た

穴
）
は
多
数
検
出
さ
れ
た
。
貿
易
陶
磁
器
は
一
口
く
り
口
／
ロ
ロ
ロ
ロ
い
そ
き

□
□
口
／

三
世
紀
後
半
が
主
体
で
、
一
部
一
三
世
｛
十
二
月
初
三

□
口
虎
」
と
墨
書
さ
れ
て
い

紀
を
下
る
も
の
と
い
う
。
｛
る
。
裏
面
の
最
後
の
行
は
、
手
紙
の
差
出

迫
物
は
「
綱
」
「
千
王
」
「
壽
」
「
大
」
の
あ
る
黒
｛
人
と
日
付
。
文
中
の
「
い
そ
ぎ
（
急
ぎ
）
」
か
ら

く
ず
は

書
磁
器
、
楠
葉
型
瓦
器
片
（
畿
内
系
の
瓦
器
）
一
急
用
を
要
す
る
手
紙
（
在
自
西
ノ
後
迫
跡

で
、
枚
方
市
楠
葉
東
迫
跡
が
生
産
地
で
「
そ{I
Iの報
告
書
）
口
口
は
ど
ん
な
文
字
が
入
る

の
生
産
と
流
通
の
背
景
に
は
直
轄
荘
園
を
~
の
で
し
ょ
う
か
。

い
し
い
た
だ
し

m
,
h
!
』

185 

束
海
大
学
第
五
高
等
学
校

一
年
新
炉
宏

（
福
間
東
中
学
校
卒
）

私
は
、
将
来
漁
師
に
な
ろ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
為
に
は
、
今
通
っ
て
い
る
水
産
高
等
学
校
で

船
の
免
許
を
取
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
日
々
、
船
の
こ
と
に
つ
い
て
詳
し
く
勉
強
し
て
い
ま
す
。

ま
ず
、
船
の
動
力
に
な
る
エ
ン
ジ
ン
に
つ
い
て
で
す
が
、
こ
の
間
学
校
の
授
業
で
、
＿
船
外
機
j
を
初

め
て
自
分
の
手
で
動
か
し
ま
し
た
。
そ
の
時
は
と
て
も
嬉
し
か
っ
た
で
す
。

今
の
日
本
の
漁
船
は
ハ
イ
テ
ク
で
す
。
搭
載
さ
れ
て
い
る
機
械
に
は
、
魚
の
群
れ
を
見
つ
け
る
た
め

の
「
魚
群
探
知
機l、
一
度
と
れ
た
ポ
イ
ン
ト
を
入
力
す
る
「
屯
子
地
図
j
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
勿
論
、
船

の
動
力
に
な
る
「
エ
ン
ジ
ン
j
や
、
ア
ナ
ロ
グ
な
天
気
を
知
る
た
め
の
「
ラ
ジ
オ
j
、
中
間
と
の
連
絡
を
と

る
た
め
の
『
無
線
機
j
な
ど
も
搭
載
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
実
際
の
漁
場
で
は
一
度
と
れ
た
ポ
イ
ン
ト
で
も
、
次
は
漁
れ
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。
ハ
イ

テ
ク
と
ア
ナ
ロ
グ
を
駆
使
し
、
色
々
な
場
所
で
漁
っ
て
み
て
よ
く
漁
れ
る
場
所
を
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
自

ら
の
財
産
に
し
て
い
ま
す
。

私
も
は
や
く
立
派
な
漁
師
に
な
れ
る
よ
う
、
こ
れ
か
ら
水
産
舌
回
等
学
校
で
し
っ
か
り
勉
強
し
、
玄
界

灘
の
荒
波
に
繰
り
出
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

福
岡
県
立
福
岡
工
業
高
校

（
福
問
中
学
校
卒
）

私
は
、
小
学
校
三
年
生
か
ら
野
球
を
始
め
て
も
う
十
年
目
に
な
り
ま
す
。
今
は
、
公
立
で
は
一
番
と

も
言
わ
れ
て
い
る
福
岡
工
業
閻
校
の
野
球
部
に
所
属
し
、
甲
子
園
目
指
し
日
々
練
習
し
て
い
ま
す
。
自

宅
か
ら
は
一
時
間
渕
と
少
し
辿
い
け
ど
、
E
'子
園
j
と
い
う
歩
の
舞
台
に
行
く
た
め
に
は
、
そ
ん
な
の

は
全
く
関
係
あ
り
ま
せ
ん
。

今
年
の
チ
ー
ム
カ
な
ら
、
出
場
で
き
る
力
を
持
っ
て
い
る
と
雷
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
ど
の
チ
ー

ム
に
も
氏
け
な
い
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
が
良
く
、
常
に
挑
戦
者
と
し
て
チ
ャ
レ
ン
ジ
ャ
ー
と
し
て
戦
っ
て
い

ま
す
。
私
が
野
球
を
や
り
始
め
て
学
ん
だ
こ
と
は
沢
山
あ
り
ま
す
が
、
特
に
挨
拶
な
ど
の
礼
儀
作
法
で

は
、
親
か
ら
も
変
わ
っ
た
と
褒
め
ら
れ
ま
し
た
。
監
督
さ
ん
は
「
今
、
学
ん
だ
こ
と
は
将
来
必
ず
役
に

立
つ
」
が
口
癖
で
す
。
今
は
ま
だ
分
か
ら
な
い
け
ど
、
監
習
さ
ん
や
コ
ー
チ
、
チ
ー
ム
メ
イ
ト
を
信
じ
、

今
の
練
習
は
本
当
に
き
つ
い
け
ど
、
夏
に
絶
対
笑
え
る
よ
う
に
ど
ん
な
練
習
に
も
耐
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
今
私
が
全
力
で
野
球
に
打
ち
込
め
て
い
る
の
は
、
全
て
母
親
の
お
か
げ
で
す
。
朝
早
く
か
ら

弁
当
を
作
っ
て
く
れ
た
り
、
夜
遅
く
帰
っ
た
と
き
も
食
事
を
作
っ
て
く
れ
、
本
当
に
感
謝
し
て
い
ま

す
、
そ
の
た
め
に
も
自
分
が
甲
子
園
に
出
場
す
る
こ
と
が
、
最
百
回
の
親
孝
行
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
の
た

め
に
も
必
ず
甲
子
園
に
行
き
ま
す
。
最
後
に
こ
れ
か
ら
、
夏
の
大
会
に
向
け
て
の
貨
重
な
一
日
を
、
悔

い
の
な
い
よ
う
全
力
で
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。
宗
像
大
社
の
神
様
、
見
守
っ
て
い
て
下
さ
い
。

一
年
竹
本
満

平
成
十
六
年
度
宗
像
大
社
奨
学
金
受
給
生
便
り
②
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一
流
の
経
済
人
で
書
画
、
陶
磁
、
茶
道
な

ど
芸
術
文
化
の
分
野
で
、
自
ら
が
高
い
境
地

に
達
し
た
り
、
支
援
の
た
め
に
私
財
を
投
じ

た
り
し
た
例
は
多
い
。
世
問
一
般
は
、
こ
れ

を
趣
味
人
ま
た
は
文
化
活
動
の
支
援
者
と
し

て
評
価
す
る
。

し
か
し
、
い
わ
ゆ
る
功
成
り
名
遂
げ
た
あ

と
の
「
余
技
」
と
し
て
こ
れ
を
見
る
だ
け
で
は
、

櫛
め
て
不
十
分
だ
と
筆
者
は
思
う
。
と
り
わ

け
佐
三
の
場
合
、
美
術
と
の
対
話
、
交
流
が

り
怒

三佐たし
―
こ

T
 手

友
一

を
の
一

碗
婦
―

茶
主
一

の
©
―

焼津
影
一

唐
撮
一
部
―

る
真
~

ご
写
一

月
友
一

5

の
年
婦
9

主

1

6
(
-

事
業
理
念
の
練
り
あ
げ
と
実
践
に
深
く
結
び
一

つ
い
て
い
る
。

佐
三
は
鈴
木
大
拙
博
士
（
学
士
院
会
員
）
ら
と
一

座
談
会
の
中
で
「
ほ
ん
と
う
を
言
い
ま
す
と
、
一

こ
の
画
を
私
が
二
十
歳
の
こ
ろ
初
め
て
み
て
、
一

し
か
も
恋
を
し
た
ん
で
す
」
と
語
っ
て
い
る
。
「
こ
一

し
げ
つ
ほ
て
い

の
画
」
と
い
う
の
は
仙
厘
の
「
指
月
布
袋
」
で
あ
る
。
一

仙
鹿
は
江
戸
中
期
の
禅
僧
。
栄
西
が
開
い
一

た
博
多
聖
福
寺
の
住
職
で
、
詩
文
、
書
画
を
一

よ
く
し
た
。

業
界
の
雄
へ
の
飛
躍
⑤

S

「
事
業
の
芸
術
家
」
目
指
し
て

S

出
光
佐
一
―
―
6
 

店
主
そ
の
ー
·
―

没
後
、
仁
孝
天
皇
か
ら
「
普
門
円
通
禅
師
」
~

の
号
を
贈
ら
れ
た
ほ
ど
の
高
僧
で
あ
る
。
と
一

く
に
画
は
、
禅
の
神
髄
を
表
現
し
た
も
の
と
一

し
て
有
名
で
あ
る
。
＿

佐
三
は
「
指
月
布
袋
」
に
び
と
目
惚
れ
し
、
~

以
後
は
仙
厘
か
ら
離
れ
ら
れ
な
く
な
っ
た
。
一

画
に
は
、
袋
を
左
手
に
持
っ
た
布
袋
さ
ん
一

と
子
供
が
描
か
れ
て
い
る
。
布
袋
さ
ん
の
右
一

手
は
遠
く
高
い
月
を
指
し
て
い
る
。
子
供
の
一

目
は
月
を
見
ず
布
袋
さ
ん
の
指
先
に
と
ま
っ
—

て
い
る
。

戦
争
中
に
佐
三
が
、
こ
の
画
を
引
用
し
な
一

が
ら
大
陸
で
働
く
従
業
員
た
ち
に
訓
示
を
し
一

た
と
先
に
紹
介
し
た
が
、
そ
の
意
味
は
目
先
一

の
小
さ
な
こ
と
に
こ
だ
わ
ら
ず
、
出
光
の
理
一

想
を
し
っ
か
り
見
据
え
て
進
め
、
と
い
う
こ
一

と
で
あ
っ
た
。

佐
三
の
子
息
の
出
光
昭
介
会
長
は
「
私
が
一

小
さ
い
こ
ろ
、
門
司
で
年
一
回
虫
干
し
を
や
一

る
と
き
に
、
家
中
い
た
る
と
こ
ろ
に
仙
厘
な
一

ど
の
軸
が
か
け
て
あ
っ
た
」
と
語
っ
て
い
る
。
一

佐
三
は
旅
行
か
ら
帰
っ
て
「
仙
届
の
画
が
一
―
―

つ
か
三
つ
届
い
て
い
な
い
と
寂
し
が
っ
た
」
一

と
い
う
。

や
は
り
、
創
業
ま
も
な
く
の
こ
ろ
、
佐
三
一

は
「
商
売
は
自
分
が
も
う
か
れ
ば
相
手
が
損
一

を
す
る
。
無
意
味
な
わ
ざ
で
は
な
い
か
」
と
一

悩
ん
で
い
る
。
お
よ
そ
商
売
人
ら
し
く
な
い
一

悩
み
だ
が
、
佐
三
の
真
骨
頂
は
こ
こ
に
あ
る
。
~

や
が
て
第
一
次
世
界
大
戦
が
起
こ
り
、
石
一

油
が
投
機
の
対
象
と
な
り
値
上
が
り
す
る
。
一

社

品
物
も
不
足
す
る
が
、
佐
三
は
同
業
者
か
ら
一
る
小
売
業
の
実
現
、
こ
れ
は
努
力
で
あ
る
。

の
転
売
品
を
買
っ
た
り
し
て
、
消
黄
者
へ
の
~
こ
れ
が
出
光
の
事
業
で
あ
り
、
事
業
の
芸
術

安
定
供
給
に
努
め
た
。
利
幅
は
少
な
か
っ
た
~
化
で
あ
る
、
と
の
信
念
を
得
る
こ
と
と
な
っ

が
、
佐
三
は
「
こ
れ
が
商
人
の
道
だ
」
と
納
得
一
た
」
（
一
九
五
九
年

1
1昭
和
三
十
四
年
、
訓
示
）

す
る
の
で
あ
る
。
~
出
光
美
術
館
は
六
十
六
年
に
開
館
、
仙
厘

佐
三
の
文
章
を
引
用
す
る
。
i
を
初
め
と
す
る
日
本
の
書
画
、
陶
磁
、
中
国

「
こ
ん
な
こ
と
か
ら
私
は
、
芸
術
に
は
美
、
ー
や
朝
鮮
な
ど
東
洋
の
古
美
術
、
そ
れ
に
オ
リ

創
作
、
努
力
が
伴
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
、
と
素
人
観
ー
エ
ン
ト
の
出
土
品
、
ル
オ
ー
の
作
品
な
ど
で

を
定
め
た
。
国
家
社
会
と
と
も
に
歩
く
、
こ
れ
一
知
ら
れ
る
。
初
代
館
長
は
佐
三
、
そ
の
後
は

は
事
業
の
美
で
あ
り
、
大
地
域
小
売
業
、
こ
れ
一
昭
介
会
長
が
引
き
継
い
だ
。

は
創
作
で
あ
り
、
卑
近
に
し
て
し
か
も
困
難
な
一

お
お
は
ら
え

大
祓

5し
た
。
―

疫
を
除
去
し
、
皆
様
方
の
心
身
の
罪
・
織
を
人
形
に
託
し

．
ち
で
、
毎
日
を
無
事
に
過
こ
し
て
い
た
だ
く
た
め
の
祈

す
。

致
し
ま
す
の
で
、
皆
様
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
御
参
拝
下

上
げ
ま
す
。

前
）

殿
）大
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田

熊
有
田
ゆ
り
子

潮
の
香
の
残
れ
る
若
布
熱
湯
に
春
さ
き
が
け
の
緑
を
び
ら
く

（
評
）
宗
像
大
社
が
皇
室
へ
毎
年
献
上
し
て
い
る
若
布
も
、
門
司
の
若
布
刈
神
事
の
若
布
も
寒
風

す
さ
ぶ
頃
の
も
の
、
こ
の
一
首
の
若
布
も
春
ま
だ
寒
い
頃
の
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
を
「
春
さ
き

が
け
の
緑
を
ひ
ら
く
」
と
詠
っ
た
感
覚
の
冴
え
は
見
事
で
あ
る
。

島

大
越
智

岸
近
き
岩
場
に
つ
ど
ふ
鵬
の
群
波
荒
き
日
は
び
た
す
ら
に
I
J
<

（
評
）
夏
、
カ
ム
チ
ャ
ッ
カ
な
ど
で
繁
殖
し
、
冬
に
日
本
に
現
れ
全
国
の
海
上
に
群
棲
す
る
酌
゜

作
者
の
住
む
大
島
に
も
沢
山
飛
来
す
る
の
だ
ろ
う
。
こ
の
一
首
に
は
そ
の
閣
た
ち
に
注
ぐ
温
か
い

目
差
し
が
感
じ
ら
れ
、
そ
こ
が
い
い
。

大
杉
田
鵬
子

歩
み
と
め
振
り
む
く
夫
に
手
を
あ
げ
て
新
緑
の
丘
ゆ
っ
く
り
登
る

（
評
）
い
た
わ
り
合
う
二
人
の
上
に
ゆ
っ
た
り
と
流
れ
る
時
問
が
感
じ
ら
れ
る
作
品
、
揺
や
孟
雀

の
声
も
聞
え
て
来
る
よ
う
で
あ
る
。

日
の
里

石
松
弘
次

待
合
室
に
で
ん
と
居
座
る
大
時
計
ポ
ア
ン
ポ
ア
ン
と
刻
知
ら
す
な
り

（
評
）
杉
田
作
品
と
は
反
対
に
、
い
ら
い
ら
と
し
た
時
間
の
流
れ
る
病
院
の
待
合
室
。
そ
れ
を
な

だ
め
る
が
こ
と
き
大
時
計
の
音
、
作
者
も
ぴ
と
と
き
己
の
時
間
と
心
を
取
り
戻
し
た
事
で
あ
ろ

う
、
単
純
に
述
べ
な
が
ら
深
み
の
あ
る
歌
で
あ
る
。

東
郷
山
口
節
子

野
い
ば
ら
も
餓
も
棘
が
手
弾
き
か
牛
が
食
べ
残
す
大
島
牧
場

（
評
）
牛
た
ち
に
は
迷
惑
な
存
在
か
も
知
れ
な
い
が
、
野
茨
や
前
の
花
が
牧
場
を
彩
ど
り
海
風
が

吹
き
通
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
大
島
牧
場
の
固
有
名
詞
が
一
首
の
な
か
で
効
果
的
で
あ
る
。
一
度

尋
ね
て
行
き
た
い
気
持
に
さ
せ
る
。

野
森
甲
子

山
深
き
地
蔵
峠
の
七
曲
り
目
覚
る
や
う
な
若
策
愛
で
ゆ
く

朝
野
藤
井
浩
子

田
を
鋤
け
る
傍
の
道
に
あ
ま
烈
の
数
羽
が
を
り
て
道
変
へ
歩
く

田

島

治
子

第
五
一
五
回

宗
像
大
社
歌
会
詠
草

大
野
展
男
選
毎
月
2
5日メ
切

神
湊
千
鶴

ふ
る
さ
と
を
訪
ね
る
バ
ス
の
車
窓
よ
り
仰
ぐ
禍
地
の
嶺
は
変
ら
ず

田
野
森
つ
る
の

庭
木
の
中
王
者
の
如
く
高
く
咲
く
び
と
つ
ば
た
こ
は
対
馬
の
土
産

大
井
木
原
房
子

歯
の
治
療
ま
つ
椅
子
に
ゐ
て
目
を
つ
む
り
わ
が
心
音
を
久
々
に
皿
＜

池
田
森
龍
子

藍
染
め
の
手
提
げ
を
持
ち
て
野
路
を
ゆ
く
横
手
に
餓
の
花
眺
め
つ
つ

福
間
池
浦
千
鶴
子

夏
近
き
柚
田
の
み
ど
り
は
日
毎
増
し
け
さ
は
白
烈
餌
を
と
る
ら
し
も

東
旭
ヶ
丘
天
野
玲
子

血
液
検
査
衷
常
な
け
れ
ば
帰
り
道
思
わ
ず
買
い
た
り
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム

日
の
里
大
和
美
由
紀

万
緑
の
風
に
吹
か
れ
て
高
高
と
声
張
り
上
げ
て
窮
烏
嗚
き
を
り

福
間
中
村
男

不
戦
忽
法
か
な
ぐ
り
す
て
て
外
つ
国
に
重
装
備
な
る
自
衛
隊
出
す

津
屋
崎
佐
々
木
和
彦

て
ん
ぷ
ら
の
料
理
が
一
番
美
昧
し
い
と
と
げ
あ
る
惚
の
芽
摘
み
て
い
る
妻

浮
羽
向
則
正

万
緑
を
分
け
て
流
る
る
山
の
瀬
は
白
く
泡
立
ち
水
音
高
し

光
岡
佐
藤
純
一

好
き
な
娘
に
ク
ラ
ジ
オ
ラ
ス
の
一
束
を
手
わ
た
す
時
の
互
み
の
笑
顔

王
丸
小
方
玲
子

職
退
き
て
慨
わ
し
と
な
る
散
歩
路
の
土
手
の
野
い
ち
こ
紅
く
色
づ
く

選
者
詠

揺
を
な
す
楠
の
花
殻
城
内
を
吹
き
ゆ
く
風
の
行
き
止
ま
り
か
此
処

万
緑
の
阿
蘇
を
ト
ロ
ッ
コ
列
車
ゆ
く
扉
を
し
ば
る
鎖
嗚
り
つ
つ

朝
ま
だ
日
差
し
と
ど
か
ぬ
森
の
か
げ
池
の
蛸
糾
ら
は
動
き
少
な
し

t
l
 

L

ー

宗
像
大
社
歌
会

俳
句
作
品
集
（
四
九
0
)

福
間
森
清

親
子
し
て
跳
ね
る
気
持
の
五
月
旅

光
岡
井
上
嘉
治

グ
ラ
ス

勺
薬
を
酒
杯
に
差
し
て
歌
寂
し

東
郷
田
中
憲
象

山
城
の
石
落
し
坂
椿
敷
く

光
岡
白
土
凌
一

新
緑
に
心
も
は
ず
む
夏
の
朝

日
の
里
花
田
い
つ
枝

熱
弁
の
ガ
イ
ド
に
笑
窪
風
窯
る

東
郷
宗
風
社
俳
句
会

吉
武
湧
泉

立
春
や
百
姓
百
品
種
選
ぶ

吉
田
杏
子

降
る
雨
に
油
れ
て
び
そ
や
か
著
我
の
花

三
浦
美
千
代

思
び
出
の
な
き
母
の
墓
遠
困

田
中
雨
葉

梨
花
月
夜
浅
瀬
早
瀬
の
水
の
音

木
原
房
子

母
の
里
の
川
は
悠
々
遠
園
む

編
□
綾
国
＂
口
戸

り
』
を
褐
載
し
て
い
ま
す
（
今
月
は

6

面
）
。

当
大
社
奨
学
金
を
受
給
し
て
い
る
子
供

達
か
ら
の
作
文
で
、
現
在
も
続
々
と
寄
せ

ら
れ
て
い
ま
す
▼
四
月
末
の
説
明
会
の

様
子
で
は
、
返
事
も
ま
と
も
に
返
っ
て
こ

ず
正
璽
―
＿
＝
つ
て
「
今
の
子
供
達
は
：
．
」
と

感
じ
ま
し
た
が
、
送
ら
れ
て
く
る
作
文
を

読
む
と
学
校
・
家
庭
・
将
来
の
こ
と
と
、
皆

い
ろ
い
ろ
悩
み
考
え
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ

事
情
は
様
々
だ
が
明
る
い
未
来
を
追
っ

て
い
る
姿
に
感
服
し
て
お
り
ま
す
▼
梅

雨
と
は
思
え
ぬ
雹
い
日
が
続
い
て
お
り

ま
す
が
、
氏
子
・
崇
敬
者
の
皆
様
に
は
、
体

調
を
崩
さ
ぬ
よ
う
、
く
れ
ぐ
れ
も
御
身
ご

自
愛
下
さ
い
ま
せ
。

(
M
.
o
)
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